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リオのカーニバルという名前はよくご存

知と思う。日本と地球の反対側のブラジ

ル、リオデジャネイロで毎年感謝祭にあわ

せて繰り広げられるサンバの祭典だ。

カーニバルは同時期にサンパウロと

いったブラジルの他の大都市でも開催さ

れる。しかし、その華やかさ、話題性、

規模では何と言ってもリオが一番である。

もっともリオの中流階級の多くは、世界中

から観光客が殺到し物価が高騰するこの時期にリオを逃げ出

す。バカンスシーズンのパリと同じである。

あまり知られていないが、カーニバルは単なるお祭り騒ぎで

はなく参加メンバーにとってはチームの誇りと名誉をかけたコン

テストである。１チームは数千人のダンサーから成り、2昼夜に

渡り20チーム近くがコンテストに参加する。会場のカーニバル

専用スタジアムの上空には実況中継のヘリコプターが舞い、その

模様は国営TVで2日間に渡り全国に延々と生中継される。参

加者の多くはファベーラ（大都市の貧民街）居住者といわれてお

り、彼らにとってはそこから這い上がるにはサッカー選手か音

楽家しかないといわれる劣悪な生活環境の中で、文字通り一生

に一度の晴れ舞台である。

観光客や外国人がパレードに参加することも可能である。パ

レードをよく見ると、隊列の最後尾にリズムも踊りもばらばらで

カメラ片手にお互い写真をとりあい、身内で盛り上がっている色

白の一団がある。彼らはアメリカ人や日本人、ドイツ人といった

観光客である。財政難に苦しむサンバチームが、高い参加費と

引き換えに、プライドを捨てて？受け入れた素人集団である。

そこは年に一度のお祭り、彼ら外国人の笑顔もファベーラの

若者たちと同様、底抜けに明るい。一度カーニバルの前日に、

マイアミ発リオ行きのフライトに乗ったことがある。本番を待ち

きれない多くの乗客はサンバの衣装をまとい飛行機に乗り込み、

機内は既にカーニバル状態であった。

当然ながらこれほど魅力的な世界的観光資源を世間が見過ご

す訳が無い。20人ほどのグループでパ

レードを鑑賞できるいわゆるBOX席は、

毎年世界中の大企業が争奪戦を繰り広

げ、華やかなパレードを眺めながらワイン

片手にハイレベルなビジネスの交渉や接

待の場として活用される。通信の世界で

も、市場開放で活気付くブラジルの巨大

な潜在市場への参入を狙う企業もその例

外ではない。その結果、普段は無味乾燥

な内陸の人工首都ブラジリアの官庁街に篭っているブラジルの

高級官僚も、毎年この時期はリオでカーニバルを鑑賞すること

になる。

私がお付き合いしたブラジルの高級官僚は皆沿って優秀でま

じめな方ばかりであった。特にブラジル郵電省は昔から長い間

にわたり旧電電公社と人事交流や技術交流を行っており、お互

い大きな影響を与えている。例えば通信設備の設計や工事施工

を記載する手順書は、日本のやり方を基に作成されたこともあ

り、ブラジルの電信柱の形状や配線方式は日本そっくりである。

ブラジルの首都サンパウロの一角に、世界最大の日本人街で

あるリベルダージュという地区がある。この街が強く我々の郷愁

を誘うのは、地球の反対側にこのような町並みが存在していると

いう驚きに加え、電柱や電線を含めた何気ない町の風景が昭和

３０年代の日本の町並みの懐かしさを再現しているからであろう。

ブラジルには今でも推定150万人の日系人が生活している。

多くの日系人は4世、5世を迎え、ほとんど日本語が話せなく

なっているものの、日本人としての誇りは相変わらず高い。

今の日本は国際政治レベルでは中国や韓国といったアジアの

大切な仲間達と中々うまく友好関係ができないでいる。この友

好関係の再構築にブラジルやアメリカを始め世界中に散在する

数百万人の日系人ネットワークをうまく活用できないものだろう

か。この貴重な日系人ネットワークを用いて緩くてもグローバル

な規模での友好関係を構築できれば、２１世紀のグローバルビ

レッジの橋頭堡になると思う。
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